


















2015 年 9 月日本基督教学会口頭発表「賀川ハルにおける家庭観―家庭から市民社会へ」、およ









3　例えば、Princeton Theological Seminary では各年、The Toyohiko Kagawa Lecture が
開催され、2014 年には賀川豊彦『宇宙の目的』が Toyohiko Kagawa, Cosmic Purpose, ed. 
























大学公共研究』第 5 巻第 3 号、2008 年、187-197 頁）など。
5　 2009 年に『賀川ハル史料集』が刊行されたものの、管見の限りで、それ以降のハルに関する研
究は、鍋谷由美子氏による修士論文を基盤とした以下のみである。鍋谷由美子「賀川（芝）ハ
ルをスラム街へと動かした原動力とは」（『雲の柱』28 号、松沢資料館、2014 年、61-82 頁）、
鍋谷由美子『賀川ハルものがたり』（日本キリスト教団出版局、2014 年）。
6　 三原容子編『賀川ハル史料集』第 1-3 巻、緑蔭書房、2009 年
7　 例えば、白石玲子「賀川ハル」（『雲の柱』7 号、松沢資料館、1988 年、163-178 頁）、加藤重『わ
が妻恋し―賀川豊彦の妻ハルの生涯』（晩聾社、1999 年）、三原容子「愛妻 ハルの幸い、社会
の幸い」（『ともに生きる―賀川豊彦献身 100 年記念事業の軌跡』家の光協会、2010 年、76-87 頁）、
鍋谷由美子、前掲書など。
8　 三原、前掲書第 3 巻、434 頁























































13　賀川はる子「女中奉公と女工生活」（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、47 頁）。以下の引用に際
して、旧漢字を常用漢字に変更した。
14　上記引用に登場する「婦人」、すなわち女性たちを指す。
15　賀川はる子「女中奉公と女工生活」（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、47 頁）












米では、母性保護を唱えたスウェーデンのエレン・ケイ（Ellen K. S. Key 1849-
1926 年）や女性の社会進出を唱えたアメリカのシャーロット・パーキンズ・ギル
マン（Charlotte Perkins Gilman 1860-1935 年）、1879 年に戯曲『人形の家』を














盟』にも、「男女共存のために婦人参政権を」（新婦人協会『女性同盟』6 号、1921 年 3 月）、「独
言」（新婦人協会『女性同盟』11 号、1921 年 8 月）と題して寄稿している。また、ハルは新婦
人協会の発起人である平塚らいてう、市川房枝とも個人的な交友があり、新婦人協会設立前に
は、1919 年 11 月に平塚が神戸の賀川夫妻を訪問していること（1919 年 11 月 28 日日記）や、



























21　共立女子神学校は 1881 年（明治 14）9 月、バイブル・リーダーを養成する専門の学校、偕成
伝道女学校として米国婦人一致外国伝道協会（W.U.M.S.）によって設立された。豊彦も共立女
子神学校と関わりを持ち、1917 年（大正 6）6 月の卒業式では豊彦が「使徒保羅の内生活」と
題した講演を行い、また 1932 年（昭和 7）の神学校校舎改築資金募集の改築事業賛助員とし
ても名を連ねている。共立女子神学校の歴史に関しては、次の文献を参照。「横浜共立学園資
料集」編集委員会『横浜共立学園資料集』横浜共立学園、2004 年、704-755 頁、「VI 永遠の
ひかり―共立女子神学校の歩み」（「横浜共立学園 120 年のあゆみ」編集委員会『横浜共立学
園 120 年の歩み』横浜共立学園、1991 年、243-266 頁）、および「偕成伝道女学校、共立女子
神学校、そしてバイブルウーマン―失われた姿を求めて」（『共立研究』Vol.VII, No.1、共立
基督教研究所、2001 年 8 月、4 頁）。共立女子神学校時代のハルについての詳細は、別稿に譲
りたい。
22　河井道（1877-1953 年）。1912 年、日本 YWCA 同盟総幹事に就任し、1929 年、私立学校
法人恵泉女学園（現在の恵泉女学園大学）を設立する。ハルが聞いたのは、1914 年、河井の
YWCA 時代の講演であったと思われる。
23　賀川ハル「1914 年日記」1914 年 3 月 8 日（三原、前掲書第 1 巻、151 頁）、1914 年 10 月 24 日（三
原、前掲書第 1 巻、191 頁）。




















1912 年にキリスト教信仰に入信し、1913 年に結婚、1914 年から 1917 年まで共立
女子神学校に在籍、そして1921年から1923年まで覚醒婦人運動の活動を展開した。
まさに、日本の婦人運動の高まりの時期と、ハルの結婚から市民社会における活動
拡大時期とが重なった 10 年間である。ハルにとって、この 10 年間は、自身の女
































同年 1920 年には、与謝野晶子夫妻が賀川夫妻のもとを訪問している 35。与謝野晶子
と平塚らの間で繰り広げられた、女性の職業・自立・育児をめぐる母性保護論争が





30　ハルの入学が報告されている 1914 年の WUMS 本部への年次報告書には、学生数が 40 名（本
科 36 名、予科 4 名）であったと記されている。（「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、
336 頁）
31　賀川ハル「1919 年日記」（三原、前掲書第 1 巻、245 頁）
32　賀川ハル「1919 年日記」（三原、前掲書第 1 巻、245 頁）
33　賀川ハル「1920 年日記」（三原、前掲書第 1 巻、249 頁）
34　賀川ハル「1920 年日記」（三原、前掲書第 1 巻、258 頁）























　例えば、覚醒婦人協会を立ち上げる直前であった 1921 年 2 月 12 日の新婦人協
会による「覚醒婦人大会」の演説草稿には、「男子も女子も共に人間として勝劣は
ないと云はねばなりません」38 とある。また、その翌年である 1922 年 5 月 11 日の
新婦人協会の演説会における演説では次のように語る（以下、下線は筆者による）。
36　加藤重、前掲書、144 頁
37　賀川ハル「1920 年日記」（三原、前掲書第 1 巻、258 頁）。禁酒はすでに国家問題になっている
から、矯風会は禁酒よりも、さらに新しい別の課題に取り組むべきだ、という意味だろうか。






























39　賀川はる子「婦人の覚醒」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、343 頁）




















両引用共に、覚醒婦人協会活動中の 1921 年、1922 年の発言である。ハルの活動は
キリスト教信仰に動機づけられていたことは明らかであり、またハルの人間観の背
後に明確なキリスト教的価値観があったことがわかる。







42　賀川はる「隠れたる真球（珠）の発見」（1921 年）（三原、前掲書第 1 巻、315 頁）

























市民層である「職業婦人」の一例として、齋藤は、1910 年代から 20 年代にかけて
44　豊彦の社会事業を助けること。

































































































52　賀川ハル「1914 年日記」（三原、前掲書第 1 巻、158 頁）


















　ハルは 1922 年 12 月に長男を出産し、1923 年関東大震災を機に救援活動のため









































































55　「信仰生活の試練」（1925 年）（三原、前掲書第 2 巻、56 頁）
56　創世記 2 章 24 節『聖書 新共同訳』日本聖書協会、1987 年（以下、聖書の引用は同聖書による）




























62　賀川春子『太陽地に落ちず』（1947 年）（三原、前掲書第 2 巻、236 頁）。ただし、初出は、
1937 年 4 月 21 日から 8 月 11 日まで、『基督教新聞』に 92 回にわたり掲載された連載小説「傷
める葦」である。
























64　『賀川ハル史料集』には収められていないハル史料の一つに、1931 年 9 月 9 日から 11 月 13 日
に『読売新聞』「婦人ページ」に掲載された身の上相談「悩める女性へ」欄における、回答 28 件（金






























（三原、前掲書第 3 巻、37 頁）
66　賀川春子「家庭に宗教的な雰囲気を」（『女性教養』2 月（241）、日本女子社会教育会、1959 年）
（三原、前掲書第 3 巻、38 頁）
67　賀川春子「家庭に宗教的雰囲気を」（『女性教養』2 月（241）、日本女子社会教育会、1959 年）（三
原、前掲書第 3 巻、38 頁）
















リーダン（Betty Friedan）が、The Feminine Mystique69 において、女性が家庭
において家事・育児に専念するという伝統的性別役割分業への疑問を呈したのが
1963 年であり、そのフェミニズム運動の波を受けて日本で同書が邦訳されたのが
1965 年であることを考慮すると、1959 年の時点において、家庭における子供の宗
教的教育に対する母親の役割の重要性を指摘すると同時に、それが家庭内のみにと
どまらず、市民社会への貢献としても語られる点で、1960 年代以降米国フェミニ
ズム運動の余波を受けて日本でも広がる女性の社会進出の興隆を先取りする視点と
なっているとも考える。
結：今後の課題と今日的意義に向けて
　本稿では、賀川ハルの家庭観に着目し、家庭における女性の役割の理解、キリス
ト教的思想が女性観に与える影響等を浮き彫りにすることによって、生涯にわたっ
て公私における賀川豊彦のパートナーとして歩んだハルの思想の解明の一端に取り
組んだ。
　一方で、昨今日本において叫ばれている「ワーク・ライフ・バランス」や「男女
共同参画」のような、男女が共に市民社会と家庭において等しい役割を担う可能性
69　邦訳は、三浦富美子訳『新しい女性の創造』（大和出版、1965 年）。
キリストと世界　第26号　　岩田三枝子
37
を探るという視点からすれば、ハルの女性観や家庭観の提唱はもどかしく映るかも
しれない。ハルは、「外での労働」を男性の役割とし、「家事」を女性の役割として、
伝統的な性別役割分業に肯定的であった。また、ハルの家庭観には、夫の子供に対
する役割は言及されず、家庭内での父親の存在は見えてこない。賀川夫妻の育児期
に、活動が多忙な夫・豊彦が留守がちであった個人的体験の影響があるのかもしれ
ない。また、ハルが時代の文脈の制約の中にいたことを示すともいえるだろう。
　今後、ハルの視点を考察するためには、夫である豊彦における女性観、および、
同時代の他のキリスト者たちやまたキリスト教界外における例えば当時の婦人運動
家たちの見解等との、さらなる比較検討も必要だろう。
　また、豊彦が国内外を飛び回っている間、ハルは自宅で活動の事務作業を担って
おり、賀川夫妻のパートナーシップのあり方を考察するためには、市民社会活動に
おける豊彦とハルの活動内容の実質的役割分担といった側面もさらに掘り起こされ
ることが期待される。そのような点からも、ハルにとっての家庭は、他の一般的な
家庭に比較すれば、家庭が私的領域だけでなく同時に公共的領域としての部分が少
なからずあったという特殊性を考慮すると、ハルの家庭観を単純に一般化すること
は避けるべきかもしれないが、いずれにせよ、どのような家庭であっても、家庭は
私的領域としてのみ完結しているのではなく、多かれ少なかれ、公共的領域とのつ
ながりの中におかれている。その点において、ハルの、家庭と市民社会とのあり方
の捉え方は、多くの家庭にとっても、一つの方向性を示すものとなりうるのではな
いかと考える。
　現代の日本社会で取り組みが進められているワーク・ライフ・バランスを提唱す
る小室は、その定義を「『私生活の充実により仕事がうまく進み』『仕事がうまくい
くことによって私生活も潤う』という仕事と生活の相乗効果を高める考え方と取り
組み全般を指す」70 として、「女性だけ」「育児だけ」がその対象なのではなく、「男性」
や「介護」者をも含むすべての人々のワークとライフのバランスを目指すものであ
るとする 71。しかし現実には、多くの面で実現の困難な壁が立ちはだかる。男性の
役割が家庭外における「仕事」に、そして女性の役割が「家庭」に限定される弊害は、
日中幼い子供と母親だけが社会から隔絶される状況を表現する「孤育て」や、男性
の過労死などにも象徴される。
70　小室淑恵『改訂版 ワークライフバランス―考え方と導入法』日本能率協会マネジメントセン
ター、2010 年、1 頁
71　小室、前掲書、3 頁
賀川ハル（1888-1982）における女性観
38
　ハルは、市民社会と家庭とのあり方を調和的に捉えようとしたが、それは、ワー
クとライフとを対立的に捉えるのではなく、その両方が補完的にその人の生の質を
高めるものであるとする今日のワーク・ライフ・バランスが提唱する視点との共通
項も見出すことが可能だろう。ハルの持つ、信仰に基づく家庭観、および家庭と市
民社会とが分断されず、家庭が市民社会に対して開かれていく視点は、今日の日本
社会における家庭のあり方にも少なからず示唆を与えるのではないだろうか。
